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1．は じめに

　色の 好み とパ ーソ ナ リテ ィ の 関係 を明 らか にす

るた め に，「環境的要因」 「個体的要因」 「調査に 関

する要因」 を で きるだ け統制 した条件で調査 を行

っ た。具体的に は，気候風 土 も風俗習慣等の 文化

的 背景 もある程 度 同 じと思われ る居住 地域 （大

阪 ・京都周辺）におい て ，年齢 （18〜23歳），職業

（大学生），照明 （照度 650 ル ク ス 以上），調査時

期 （6月 7 目〜20 日）， 調査場所 （大阪 ・京都の 大

学 の 講義室） な どを同 じに し ， さらに流行 によ る

影響 をで きるだけ少な くす るた めに 5 年 とい う経

年調査 を行 っ た。調査 に は ，色彩属性の 色相 ・明

度 ・彩度 ・及 び トーン にそ れ ぞれ 重点 を置い た色

刺激を用 い て ， 好 きな色を選択 させ た 。 併せ て受

検者全員に YG 性格テ ス トを実施 した。 色 ご とに好

きと回答 した選択者 と非選択者の YG 性格テ ス ト

で の 12 尺度別平均値 を比較 し，色彩の 持つ 心 理的

効果 の
一

つ で あ る感情的効果 と して の 色彩 嗜好 と

パ ー
ソナ リテ ィ との 関係 を 4 種類 の 色刺激 を用い

る こ とに よ り明 らか に した。

2．方 法

2．1．調査対象者 と調査時期

　対象者は京都，大阪近郊在住 の 大学生。年齢 18

歳〜23歳 （平均 19．5歳）。

1）75色テ ス ト，ト
ー

ン テ ス ト，彩度テ ス トの 調査

　対象者 ：男性 106名，女性 395名 ，合計 501名，

　2001 〜 2004 年 6 月 14 日 〜 20 日に実施 し た
。

2 ） 75 色テ ス ト， トーン テ ス ト，彩度テ ス ト，明

　度テ ス トの 調査対象者 ；男性 141 名 ，女性 138

　名 ， 合計 279名 ， 2005年 6月 7 日〜16 日に 実

　施 した 。

2。2．性格テ ス ト

　矢 田部 ギル フ ォ
ー ド性格テ ス ト ←

一
般用）を用

い た （YG 性格テ ス トと略す）。

2．3．色刺激

  75 色テ ス ト ： 明度 N7 ．8 の グ レ イ を背景に した

　 A4 サイズ の 75 色 の CG プ リン ト （各色の 大 き

　 さ 1．4× 2．3cm）。 10 色相 ， 7 トーン か ら成 る有

　彩色 70 色，無彩色 5 色の計 75 色で ，PCCS 色

　彩体系か ら系統的に配列 した もの を使用。

  ト
ー

ン テ ス ト ：N6 の灰色画用紙 （40 × 168cm）
　を背景に して ， 日本色研配色カ

ー
ド 175b （17．5

　 × 6．0）を使用 し， b ・v ・dp・lt・d ・dk・p ・

　ltg・g ト
ーン の 偶数の 色相番号を 12 色 ， 色相番

　号順 に 配列 して 9 つ の 扇形 の グラデーシ ョ ン を

　 作成 した 。

  彩度テ ス ト ： N6 の 灰色画用紙 （40× 55cm） を

　背景 に して 目本 色研 標準カ
ー

ド 230 （2．gx

　 7．5cm）を使用 し ，
3 つ の 彩度 の違 うグル ープ を

　作成 した。用 い た色桐 は 4R ・4YR ・5Y ・3

　 GY ・3G ・3PB ・7P の 7 色を縦 に配列 した 。

　各色相か ら A 低彩度 （C （ク ロ マ ）＝ 1．0〜2．0），
　 B 中彩度 （C ＝ 5．0〜6．5），C 高彩度 （C ＝ 10．0〜

　 12．0）に分け，各色相の 明度差は 1．5以内 ， 中明

　 度色 （V ＝ 4．0〜 7．5） の み を用い た。

  無彩色の 明度テ ス ト （2005年の み）：N6 の 灰色

　画用紙 （27× 76cm ）を背景に して 日本色研配色

　カ
ー

ド 175b を ，
　 A 高明度 グル ープ （Gy・9．0〜

　Gy・5．5），
　 B 低明 度 グル

ープ （Gy−5．0 〜 BK ） の

　それ ぞれ 8 色を明度 1幀に 扇形 に 配列 し た。

2．4．手続き ， 手順

（1 ） 75色テ ス ト （好 きな色 3色を選択）

（2 ） ト
ー

ン テ ス ト （好 きな色 グル
ープを選択）

（3）彩度テ ス ト （好きな色グル
ープを選択）

（4 ）無彩色 の 明度テ ス ト （好 きな色 グル ープを

　　　選択 ，
2005 年の み）

（5 ） YG 性格テ ス ト （強制速度法，集団試行法）

3 ．結果 と考察

　性差の 検討 も含めて 男女別 に結果を示 す。 各テ

ス トの 色相別 ， トー
ン 別，彩度別 ，無彩色の 明度

別 に，好 きな色として 選択 した人 と非選択者に分

けて ，YG テ ス トの 各尺度の 粗点を従属変数 とし て

一
元配置分散分析を行 い 検討した 。

3．1YG 性格テ ス ト

　男女別 に ，
YG 性格テ ス トの 12 尺度粗点 の 平均

値 を求 めた結果 ， 本研究の受検者 の 得点分布 は
一

般大学生の 傾 向 と同程度 で あるこ とが確認 された。

t検定 によ り，調査対象者 の 2 つ の グ ル ープ に差
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が 見 られ なか っ た の で ，男女 ご とに， 2 群 をま と

め て検討した 。

3．2男性嗜好色と性格特性

3．2．1　75色テ ス トの 結果

　好きな色 として p トー
ン を選択 した人 は ， 神経

質，協調性が あ り，社会 的内向な どの 性 格特性 に

おい て の 得点 が有意 に高 く ， 白を好む男 性は気分
が安定 して い る，客観性が あ る な どの 評 価が得 ら

れ た ， また ダークグ レ イや黒 を好む男性 は攻 撃的

な傾向が 強か っ た 。 男性は嗜好 率の 高い 緑系 ・青

系 の 色相 と白 ・黒 ， p ト
ー

ンに性格 と の 関連が多

くみ られた。

3．2．2 トーン テ ス トの結果

　全 9 トーン の うち 3 トーン で 1 つ 以上の 尺度に

有意な差 が見 られた。b トーン を選択 した人は 「気

分の 変化」 「客観性欠如」 が有意に低 く，dp ト
ー

ン

を選択 した人 は 「社会的外 向」が有意に低か っ た。

眦 トー ン を選択 した人は 「協謁 性欠如」（p ＜ ．Ol），
「攻撃性」 が有意に高か っ た。

3．2，3 彩度テ ス トの 結果

　各彩度で ，有意な差は 見 られ なか っ た
。

3．2．4 無彩色の 明度テ ス トの 結果

　高明度を選択 した人は ，
「の ん きさ （何か刺激を

求める気軽な性格）」 が有意に高か っ た 。

3．3 女性嗜好色 と性格特性

3．3．1　75 色テ ス トの 結果

　 v ト
ー

ン の 暖色系 （赤 ・橙 ・黄）を好む女性 は，

外 向性 が高く， 高明度の 寒色系 （青 ・青紫）を選

択 した女性は内向的で あ っ た 。 女性は暖色系 ・dk
や p トーン で 性格 との 関連 が多 く見 られた 。

3．3．2　 トーン テ ス トの 結果

　全 9 トー ン の うち，中高明度の 6 トーン に有意

な差が見 られ た 。 高彩度 ト
ー

ン で あ る v 卜
一

ン 選

択者は，非選択者 よ り 「攻撃性 」 （p ＜．01），
「の ん

き さ」 （P ＜ ．01），
厂支配 性」 （P ＜ ．001），

「社会的外

向」 （p ＜ ，01）な どが 有意に高く， b ト
ー

ン 選択者
は 「一般活動性」 が 有意に高 く，

「抑 うつ 性」 が有

意に低か っ た 。 ltト
ー

ン は 「支配性」 （p く ，01）が

有意 に低 く，
「気分 の 変化」 が有意に高か っ た 。 d

トーン は 「一般活動性 1 （p ＜ ，01），
「のん き さ」， 偲

考的外向 1 （p く ．Ol） が有意 に低 く，
「協調性欠如」

が有意に低か っ た 。 p や ltgト　一一ン選択者は 「の ん

きさ」 が有意に低か っ た 。 高彩度 トーン （b ・v ）

選択者 は ， 外 向性が 高く，中 ・低彩度 トーン 選択

者は ，外向性が低い とい える 。

3．3。3　彩度テ ス トの 結果

　すべ て の 彩度で 有意な差 が見 られた。高彩度で

は 7 尺度に，中彩度で は 6 尺 度に有意な差がみ ら

れた 。 高彩度を選択 した人 は，非選択者 よ り　「一

般活動性」，
「の ん きさ」（p 〈 ．OO1），「思考的外 向j，

「支配性」，
「社会的外 向」（p ＜ ，01）が有意に高 く，

中彩度 を選択 した人は 「一般活動性」，
「の んきさ」

（p ＜ ，01），「思考的外 向」，
「支配 陸1 （p 〈 ，Ol），

「社

会的外向」 （p く．01）が有意に低か っ た。こ れ らの

向性 因子で 高彩度 と中彩度は
， 対照的で あっ た

。

また高彩度を選択 した人は f抑 うつ 性」 （p く 01），

「神経質」 （、ρ　〈 ．Ol）が有意に低く ， 中彩度を選択

し た人 は 「神経質」 （p く 01）が 有意に 高か っ た 。

こ れ らは情緒安定性 因子で あ り， 高彩度 を選択 し

た 人は，非選択者 よ り情緒安定性が高い こ とを示

して い る （図 1）。

A （低彩度）

　 　 R

B （中彩度）

麟 G 、旦 田 雌

C （高彩度）

旦旦圓國圍 圍

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P ＜ 、05　太字 ： P ＜ 01
□ ： 選択者平均 点 〉非選択者平均 点　その 他 ： 選択者平均点 く非避 択者 平均点

D 抑 うつ 性 　C 気 分の 変化 　1劣等感 　N 神経 質　0 客観牲欠如

Co 協調性欠如　 Ag 攻撃的　G 一般活動的　R の んき さ

丁思想 的外向　 A 支配性　 S 社会的外向

図 1 　 （女性彩 度テ ス ト結果）

各彩度グル ープ へ の 「好き j選 択者にみ られ る性格特性傾 向 （女性）

3．3．4 無彩色の 明度テ ス トの 結果

高明度を選択 した 人 は ， 非選択者 よ り　厂劣等感 」

が 有意に高か っ た 。

4 。ま とめ と今後の 課題

　75 色テ ス ト （単色嗜好） では ， 男性は緑系 ・ 青

系 ・白 ・黒に ，女性 は暖色系 （赤 ・橙 ・黄），dk
ト
ー

ン に パ ー
ソナ リテ ィ との 関連が 多く見 られ ，

p トーン の色相 は ， 男女 ともパ ー
ソナ リテ ィが 関

連 す る こ とが 示 唆 され た 。 男 女 とも特 定 の 色

（40％）の 好 みにはパ ーソナ リテ ィ が影響 して い

る 可能性が見い だ された。 トー ン テ ス トで は、男

性は 3 ト
ー

ン （約 33％），女性は 6 トーン （約 67％）

に ， 彩度 テ ス トで は，男性 は O ，女性は 3 彩度

（100％） とも有意差が見 られ た 。 男性 の 場合 、彩

度の 嗜好 とパ ーソナ リテ ィ には関連 が見 られ なか

っ た 。 今後は 色彩嗜好 と性格 との 関係 を考え る場
合 ， 性差 との 関連を念頭におい て 調査 をす る必要

が ある と考え る 。 ま た女性は 高彩度色を好 きな人

は 神経質や抑 うつ 性 が低 く， 外 向性が 高い 傾向，

対 照的 に 中彩度色 を好きな人 は 非選択者 と比 べ て

神経質 で あ り，外 向性が低い 傾 向が見 られた。調

査 色票 や 性 格 測 定テ ス トは 異 な る が ， 松 田 他

（1995）， 名取他 （2006）の 先行研究で示唆 され た

「高彩度を選 択した人 は情緒安定性 が高 く，外 向

性 が強い傾向が あるj との 共 通点も見い だ され た。
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